
第 4章 確率微分方程式とブラック＝ショールズ・モデル 

 
「参考文献と文献解題」 

 
文献解題 

有名なブラック＝ショールズモデルについては原論文 Black and Scholes. (1973)を読んで

みることが大事です。ブラック＝ショールズモデルの導出に関する比較的わかりやすいも

のとしては石村・石村(2008)、より詳細なものとしては蓑谷(2000)が参考になるでしょう。確

率微分方程式に関する初歩的な説明としては、Hull(2015)の第 15 章、蓑谷(2000)が参考になる

とおもいます。 

 

プロジェクト課題 

1. 大統領選挙市場で 2016 年の民主党株；PRES16_WTA のデータを用いてトランプ候補

の当選確率について検討しなさい。データは「米大統領選挙先物_PRES16_WTA_デー

タ」Excel ファイルにある。結果を 2012 年の場合と比較して議論しなさい。 
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